
想像の中の日本

2007.09.05

初めて日本に来て、全てのことが自分の想像を超えることばかりです。今日の東京はおかしな天気です。まあ、慌てずにここの環境に慣れてゆくつもりです。一人で家を離れ生
活をはじめるのは大変です。これからは上げ膳据え膳の生活ではなく、全て自分でがんばらなくては。へへ、楽しくやろう。

趙 岩さんの日記



とても興奮してます！

2007.09.11

ついにインターネットを利用することができて、とても興奮してます!日本に来てすでに7日たちました。だんだんここの生活に慣れてきました.私は中田の君の家で寄宿しま
す。4人家族です。お母さんは韓国人でお客さん好きで誠意のある人です。お父さんは電器会社に勤務していて、とても優しくて親切です。それから小学生の弟がいます。家は
田舎にあり、家のそばは電車の線路が通ってて、毎晩眠りにつくころ電車の音が聞こえます。日本は本当にとても美しい国で、都市にしろ田舎にしろ、どこもとてもきれいで
す。これからのの11ヶ月、私はいっそう日本を理解し、ますますここが好きになることでしょう。
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日本

2007.09.11

さっき送ったばかりの日記が上手く載ってなくてすごく残念です。でも僕が頑張ろうとしてるのは無駄には、ならにないと思う。はじめて日本に来て、期待するのものが沢山あ
ります。私は田舎に住んでいて、高いビルはまわりになく、あちこちに緑の樹木などの田園風景が広がっています。毎回外出するたび心がゆったりします。ただ一つ残念なのは
埼玉県は内陸にあり大好きな海が見れないということです。家族の人はみなとても親切で、温かさを感じます。お母さんは韓国人です。チャンスですので韓国語会話を少し学び
ました。
私がきた時ちょうど学校の文化祭にでした。はじめてこんな大きな文化祭の活動を見ました。たくさんの別の学校の人が見学しにきます。とてもにぎやかです。世界
が広くなった感じがしました。印象の最も深いのは授賞するの情景で、日本人が勝利したいと熱望したり、勝利した後に喜んでいる情景は感動するものがあります。ようやく
13日から学校の生活が始まります。僕は多くのよい友達ができるのを信じているし、期待しています。
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学校が始まりました

2007.09.13

今日は日本に来て正式に授業を受けた1日目で、どう表現したらいいかなあ？まあ、とても楽しくやっています。好奇心と緊張したおももちで学校に向かいました。登校初日か
らあやうく遅刻しそになり、バタバタと教室に入っていきました。この前の文化祭でクラスメートとは顔を合わせていたので、リラックスできていました。先生もクラスのみん
なもとても親切です。１時限目は数学で導関数を習いました。これは中国では高校３年で習う内容ですので、なかなか手強かったです。次は外国語と現代文でした。これらはゆ
っくり勉強してゆこうと考えています。一番おもしろかったのは体育です。クラスメートたちとバスケットボールをして、みんなにもっと自分を知ってもらい、そしてみんなと
更にうち解けられてうれしかったです。今日は本当に有意義で楽しい一日でした。これからもこんな日が続くといいなあ。
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楽しい一日

2007.09.16

初めて日本語で日記をかきます。難しいなあ。昨日　先生や友達といっしょに東京へ行きました。本当にたのしかったです。東京は何時も人が多いです。特に　中国人は多いで
す。日本にきてから　もう　吉林省からの中国人４人に会いました。　友達は今　中国語を勉強しているので　一緒に　中国の店に行きました。食べ物や飲み物や野菜などは全
部中国でよく食べるものです。あちこちで親しみを感じます。昼ごはんは中国のレストランでたべました。とてもおいしかったです。それは　日本にきてから初めて中華料理を
食べました。午後は　一緒に日中友好会館に行きました。いま中国語を勉強している日本人は多いです。大人と一緒勉強するは面白い事です。それから　神保町の商店街にいき
ました。本屋はいっぱいです。其の本屋で色々な中国の本を買うことができます。中国の小学生や中学生の教科書も買えます。非常にびっくりしました。商店街を出る時もう　
４時半でした。また　いろいろな所に行きたいですけど家に帰らなければなりません。　本当に楽しい一日でした。
　初めて日本語で日記を書きますから　きっと間違える所
あると思いますけど　許してくださいね
これは日本語で投稿されたものです
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楽しい１ヶ月だった

2007.10.06

みんなの日記を読んでいると、自分でも書きたくてむずむずしてきた。時間がたつのが早い。あっという間に一ヶ月がたとうとしている。みんなの日記を読むとそれぞれ充実し
た日々を過ごしているのがわかる。この一ヶ月は本当に収穫が大きくて、日本に対する理解がずっと深まった。埼玉の地形は平坦で大きな山もないし、内陸なので海もない。自
然の風景はそれほど人を引き付けるものではないようだけど、ここでは日本の先進的なものにたくさん触れることができる。僕が住んでいるのは田舎だけど、けっこう都会の雰
囲気がする。家のそばに電車の線路が走っていて、毎日夜12時になっても電車の通り過ぎる音が聞こえて、朝は6時前からまたガタンゴトンという音が聞こえてくる。それで僕
はほとんど毎日授業に出るときにはかんしゃくを起こしてしまう。でも今はもうすっかり慣れて、音が大きくても気にせず眠れるようになった。うちの学校はよそとはちょっと
違っている。毎日、２コマの必修科目以外は、残りの４コマは自分で選んだものを受けられるので幸せだ。一番好きなのは政治経済かな。○○先生はすごくおもしろくて、先生
にしておくにはもったいない。絶対すごい漫才師になれるのに！！　先生の授業を受けるのは毎回楽しいから、２コマしか取らなかったのが悔やまれる。授業はどれもクラスを
離れて受けるので、たくさんの友だちと知り合った。特に学校には40数名の生徒が中国語を学んでいて、僕も彼らと親友になった。いつも中国のおもしろいことを話して退屈
しのぎをしている。この一ヶ月でいちばん印象深いのは朝電車に乗るときのこと。ぎゅうぎゅうに混んでる…あのつらさは言葉で表現できない。みんなが経験したことあるのか
どうか知らないけど、経験しないと一生残念だし、経験しても一生残念だよ！！！！
　ああ、この一ヶ月は充実していた。修学旅行がなくても、しょっちゅう遊びに出かけな
くても、毎日の学校生活はすごく楽しかったし、日本は休みが多い。明日と明後日、みんな何をするのかな。これからもがんばろう。そのうち他の科目も政治経済みたいによく
わかるようになるといいな。
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試験

2007.10.19

三日にわたる試験がついに終わりました。海外で参加した初めての試験です。なんともいえない緊張感が有り、でもしっかりとのりきりました。今回はラッキーでした。多くの
教科は期末のみのテストなので今回参加したのは古典と数学だけでした。今回は上手く避けられた！！数学は指定された範囲内でしっかり準備しました。おかげでテストもばっ
ちり。古典は、あたってくだけろ、みんなも古典、学校で履修していますか？？でも、10点は取れている自信があるので0点ではないぞ（なにぬけぬけと、みっともない）
25
日は学校の体育祭です。楽しみ。リレーに出ることがきまってから、毎日皆と一緒に練習です。でもこちらの体育祭は中国のそれとは大分違います。チームワークを重視する、
ということでしょうか。多くの種目がクラス単位で参加します。個人競技は100メートル走1種目だけです。しかも1日だけ。次の日からは平常授業です。
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忘れ難い１週間

2007.10.22

今週は良い運気だと決められていたようです。試験の成績が予期せず返されて、慣例通りに、先ず最低なのから言うと。最低は当然古典ですが、目標--二桁の20点！先生は当然
ですが、激励の話をするしかありませんでした。でも留学生なので平均点に影響はないはずで、これは僕も少し安心しました。数学は完全に自分の予想に反して、なんと合格で
した、その上悪くない82点。あれ、口に出すと本当に恥ずかしい。解答用紙がなんと平仮名が１字もありませんでした。数字以外は図形。（導関数の内容だから、専門語はな
い）本当に先生に感謝しています。採点をしていただいて。 昨日蕨高校の李沛爽と彼の学校の留学生と一緒に東京に行きました。もともとは中国大使館で映画を見ると言って
いたのだけど、ある留学生が行けなくなり、韓国とオーストラリアの留学生が寝過ごしてしまい、イタリア人はなぜか来なくて、結局は、ベルギー人だけが時間どおりに着まし
た。僕達はまず新宿に行って、また都庁に行きました。今回は第一本庁です。あまり違いは感じなかった。日の光が強くて写真の顔があまりはっきりと撮れていません！！惜し
い。それから原宿に行って、狂ったように買い物をした。３人とも、けっこう買ったよ。李君が109に行きたいと言うので、歩いて渋谷まで行った。でも、判断を誤ったのは、
男物はなくて、入ったらすぐ出てきてしまいました。ベルギー人の彼が上野に行きたいと言ったけど、遅くなったので、帰ることにしました。でも彼と来年の春、一緒に上野公
園に桜を見に行く約束をしました。
25日は運動会です、本当に楽しみ。もうかなり準備をしました。当日は、しっかり楽しもう。この前の地区の運動会に、カメラを忘れたか
ら、今度は絶対に忘れないようにしよう。張君の言う、大げさなスポーツの達人ていうのは、当たっていないよ。クラスメートもすごいよ。
一番言いたかったのは恐らくこの
事です。本当に興奮しています。交流基金とお父さんとお母さんが僕が中国からの留学生に会いにプリンスホテルに行くのを賛成してくれたのです。もともとは27日だったけ
ど、彼らの都合で変わったので、23日に行きます。お母さんが10時前に戻ればいいと言ってくれて、お父さんは詳しい地図を用意してくれました。先生達は前代未聞の午前午
後とも授業の欠席に同意してくださった。だから、昼頃に出発します。本当に明日が楽しみ。あとで、カメラ鞄にいれなきゃ! 彼らは京都にも行きます。肖婉晴に会えるかは、
分かりません？来るのは、みな女子生徒です。きっと話題が多いでしょう。肖さんが彼女達に会えますように！日本語科の生徒が懐かしい。あの二人の男子生徒に会えたらいい
のになあ。
PS:尹君　肖君　張君　王君 僕は自分の考えで決めたんだよ、君達を手助けしようと、みんなによろしくとおめでとうを伝えて。
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忘れ難い一日

2007.10.24

あちこち手を尽くして、何とかプリンスホテルを探しあてた。そんなにきれいじゃないけど、周りの景色はなかなかいい！後ろには有名な東京タワー、付近は緑におおわれてい
る。仲間の電話を受けとると、何処かで、ご飯を食べているということだった。8時にならないと、ホテルに戻れないらしい。クラクラした、じゃあ僕はこの２時間どこに行け
ばいいのだろう。電話を切って、真剣にかんがえた。そうだ、東京タワーに行こう！まず、辺りをぐるぐるまわり、 結局展望台行く気持ちが抑えきれなかった。チケット代そ
んなに高くはなく、820円。展望台に着くと、ぱっと気持ちが明るくなった。なんてきれいなんだろう。どのように、形容したらいいのだろう。ネオンやライトが街を駆け巡
り、まるで、燃えているようだ。高層ビルが多く、あちこちに、紅い指示灯が点滅している。まさしく壮観。40日ぶりに楽しく友達に会うことができた。色々、話をし、簡単
に自己紹介をした。残念なことに、時間があまりなく、昨日なんで時間があんなに早く過ぎ去ったのだろう？彼らは交流センターのIDカード見せてくれた。これから、コメント
を書くことができる。プリンスホテルを出たら１０時半で、１２時に家に戻った（でも、心配なことは何もなかったです、交流センターの先生安心して下さい。）家に着いたら
疲れて、横になったとたん寝てしまった。
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体育祭

2007.10.25

一日だけの体育祭はひっそりと終わりを迎えました。本当にとても忘れ難い体験です。疲れましたが、とても楽しかったです。みんなはクラスのため、そして分校の栄誉のため
に全力でとりくみました。でも、ちょっとヘンだな、と思ったのは、走る競技は全てはすべてリレー形式で、もともと一番参加したかった100メートル走もありませんでした。
でもこうやってみんなの団結力をさらにつよくしてゆこう、ということなのかな。でも一番申し訳なかったのが縄跳びの競技。クラスのみんなの団結力はつよく、練習ではすべ
て１位、でも試合が始まったとたん、私がうっかり自分の足に縄とびの縄をからませてしまい、結局、みんなにやり直しをさせることになってしまいました。始まったとたんの
ミスは痛かったです。本当に自分のバカ。このミスが原因で１位は取れませんでした。みんなに本当に申し訳ないです。みんな気にすること無いよ、と声をかけ慰めてくれまし
たが、さらに落ち込んでしまいました。今日唯一思い出したくない出来事です。午後はリレーにも参加しました。日本語ではホームルームといいます。男女4人ずつ参加しま
す。私はアンカーで、ゴールしました（ひとりの選手が4時限目に転倒してしまったので）。でも彼は走り続けたのです。ですからたとえ負けても素晴らしい。彼はクラスのみ
んなの頑張り精神を表しているといってもいいでしょう。感動しました。何メートルもすっ飛んだのですよ。私だったら立ち上がれない!結果、何位だったかは知りません。興
味もありません。終了後、みんなで祝賀会を開きました。みんなでジュースで乾杯し、今日の喜びを分かち合いました。笑い声が広がり、冗談を言い合い、先を争って食べ、ま
るで中国にいたときのあのお祭り騒ぎの中に戻ってきたような感覚に陥りました。日本の学生の新たな一面を見ることが出来ました。そして来年の修学旅行、みんなと行けるこ
とがもっと楽しみになってきました。この39名のクラスメートみんなには本当に心から感謝しています。どうやって恩返しをしていったらいいのかな？まずはもっと日本語を
勉強して、日本語で中国のおもしろいことをたくさん伝えることで、恩返しをしてゆこう!
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久しぶり

2007.11.04

おとといと昨日、コンピュータを修理にだした。だから、今日になって、ようやく書いてます。2日、交流センターの山崎先生と富樫先生が、僕達の学校に来てくれた。2ヶ月
ぶりです。久しぶりと言えるでしょう。とても感激しました。会った時どうしていいか分からなくて、もう少しで、いなくなりそうでした。先生はあまり、お変わりはないよう
です。僕達のために毎日ご苦労されてるからかもしれません。先生達は昼頃に着いたので、学校の応接室で、お弁当を食べながら、この2ヶ月の情況を話ました。とても沢山の
問題に関心をもってくれる。特に学校の景色、諺に深く引き付けられたようです。このようなキャンパスで学べることが、とても羨ましいとおっしゃいまいた。 昼休みは45分
だけなので、あっという間に楽しい会話は終わってしまった。でも、驚いたことに、先生達は僕と一緒に英語の授業を受けたのです。ショック！全然準備してない。突然のこと
だし、しかたがない。思い切ってやるしかない。不思議なことに、この英語の授業は本当にうまくいった。実力以上のできだった。先生達はとても褒めてくれた。きまりが悪
い。いつもの授業を受けてる状態ときたら、悲惨きわまりないものなのです。授業が終わって、富樫先生と一緒に簡単なビデオを作った。内容は学校とホームステイに対する感
想と、36人の仲間への伝言。時間が短いため、自分が何を話したか忘れしまいました。きっと、ドジな姿です！でも、撮り終わった、後は天まかせだ。
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おめでとう

2008.02.05

時間が経つのは本当に早い。もう5ヶ月が過ぎた。よく考えるともう3ヶ月も日記を書いていない。そろそろ書きたくて手がウズウズしてきたよ。日記を読むとみんなそれぞれ
沢山の収穫を手にしているようだね。もちろん僕も遅れをとってちゃいけないな。
明日は大晦日だ。みんなはどうやって過ごす予定？外国で過ごすのはまたひと味違うだろう
ね。ではここで新年のご挨拶をしよう。みなさん新年おめでとうございます。楽しい一年でありますように。僕が鳴らす爆竹がみんなの耳に届きますように。
その後には中間
研修があるね。本当に楽しみだよ。僕の周りには優しい先生と同級生がいるけど、でもやっぱり全く違う感じがするんだ。考えてみるともうすぐだよね。学年末試験を乗り切れ
ばみんなと会えるんだ。
この3ヶ月には本当に忘れがたいことが沢山あったんだ。一言では言い尽くせないよ。でも今僕が一番やりたいことはやっぱりみんなとトランプで遊ぶ
こと。みんな最近日記をあまり書いてないようだけど、どうしているかな？みんなとても忙しそうだよね
これは日本語で投稿されたものです
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この乱れた気持ちは

2008.03.25

目を覚ますともう25日になっていた。なんだかまだ21日のような気がする....荷物を整理しているときにトランプを見たら、泣いてしまったよ、半年分の涙をすべて流したよう
だった。本当にツライ気持ちだ。半年近くの間ずっと中間研修を待ち望んでいたのに、半日くらいで終わってしまったような感じがする。もっとたくさんみんなとやりたいこと
があったのに、他にも時間がなくてみんなとできなかったことがたくさんある。どうしていつもこんなに早く終わっってしまうのだろう？ホントにブルーな気持ちだ...こんな気
持ちがいつまで続くのか、自分でもよくわからないけど、きっと時間とともに薄れていくんだろうな。それに僕たちがとても楽しみにしていることが他にもあるんだ。だからあ
との4ヶ月はよりよく過ごさなけりゃならないんだ。7月を楽しみにしながら....
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手紙を受け取りました

2008.04.20

いつもの交流センターからの手紙が来た瞬間は、「来た！」と思った。しかし内容を見た後なかなか冷静になれない。帰国する時間は決定した。26日、みんなも受け取ったと
おもったけど、みんなはどんな思いなのだろう。急に日本に来る前のあの日のことを思い出した。
無限のあこがれを持って、家族と友達に別れを告げてここに来た。1年は長い
と言えば長いけど、困難なことや悩みにぶつかったとき、まだこれから長い間、一人で耐えないといけないことを考えるととても辛く感じた。1年は長いようで短い。手紙を受
けとったとき、日本での生活はあとわずか３ヶ月しかないことに初めて気づいた。一年の間には人それぞれ思い出があるが、嬉しい時も悩んだ時も自分に関係なくても心に残っ
た。これぐらいの試練を経験して、みんな色々な方面でたくさん成長したと思った。残りの時間は続けて頑張ろうよ、この短い３ヶ月を楽しく充実できるように。
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大難を乗り越え、復興せよ

2008.05.18

2008年、中国人にとっていつまでも忘れられない年に違いない。この短い五ヶ月の間、あんまりたくさんのことができた。続いて、なにが起きるか、知ってる人がいない。し
かし、そのような苦難と試練に耐えた中国人はきっともっと強くなると思うんだ。
512の大地震の遭難者の人数はすでに3万人に近づいた。この数字はまた上がるかもと分かり
ながら、けが人と死者の数はもっともっと少なくしてと祈る。私たちと同じように美しい青春を持っているはずの子供たちははかなく命の終止符をつけた。突然、自分がこんな
にも意気地がないのかと感じた。そこは暗くて、静かで、寒かった。真っ暗の穴に陥るみたいに、すべての光、音、においと温度はごちゃごちゃになってしまった崩れた垣や壁
に隔てられた。地獄みたいな暗さ、静かさ、重苦しさは激しい潮のように、暗夜に少しずつ命と勇気の光を丸呑みにした。
ぼくには分かるよ。時間は長かった。地が裂けて、
悪魔が現れたときから、もう７０時間以上も経った。70時間、私たちの長くてつまらない人生にとって、ほんの短い一瞬に過ぎない。毎日、寝ては起きて、泣いては笑ってい
い加減に過ごしているから。しかし、その70時間は、一秒にしても、一生の苦難が含んでいるように意味深いものだ。
しかし、みなさん、「未だ生きてるよ」と私たちに自分
に伝えて！これからもただ生きていくだけでなく、よりよく、より元気に生きていくべきだ。
ほら、見てごらん！廃墟に生き埋められても懐中電灯で本を読んでいた女の子、
土砂に埋められても生を求めて挙げていた手、石に立ってクラスメートのために点滴の瓶を提げてあげた少年、両親を失ったばかりの女の子の手を握った手、政府が助けてくれ
るから、安心しなさいとほかの人を慰めて子供のように泣いた六十歳以上の年寄り、余震のなかで、学校に飛び込んで子供を助けた、地に跪いて「もう一人助けられるから、入
らせて」と叫んだ軍人。神様よ、人間に災難をもたらしたとき、それらの人たちに感動されたことがあるのか。
みなさん、言葉はそんなに無力なのだ。私たちにとってできる
のは、自分の行動で生きるか死ぬかの瀬戸際に頑張っている人を助けることだ。一秒でも早ければ、一人でも多くの人が助かるかも。

趙 岩さんの日記



忙しい

2008.07.10

最近いろいろな感覚を自分ではっきり意識するけど、中でも一番強いのが忙しさだ。ちょっと前に期末試験が終わった。最後だから先生方にいい印象を持ってほしい。それから
は自分の荷物の整理だ。先週土曜にステイ先のお父さんと部屋の掃除をした。自分の部屋を見てるといろいろなことを感じたが、一番はっきりした感覚は、疲れ。それから、学
校や部活の友達がみんな送別会を開こうといってくれたので、自分もそのつもりだったし喜んで同意した。最近は、これで最後ということがたくさんある。たとえば授業。授業
によってはもう次の授業がないものもあって、そんなときはこれまでの授業を思い出し、自分がまじめに取り組んできたか考えて、本当に恥ずかしくなる。日本での生活ももう
終わりが近い。ここ数日はみんなと帰国してからの連絡方法を教えあっている。クラスの友達とは、将来いっしょに「卒業旅行」に行く約束をした。そのときは疲れも忙しさも
なく、あるのは将来への期待だった。始まりがあれば終わりもある。残りの一日一日を大切にして、みんなと楽しく過ごそう。

趙 岩さんの日記



新しい始まり

2008.07.26

無事に長春に帰って久しぶりの家族と会った。みなさんも無事に家に着いたでしょう？
帰る途中、ずっと窓から外の景色を眺めてた、故郷は変化が想像のようにそんなに著し
くないけど、ぼくの変化は大きい。ずっとその一年間の留学生活を考えてる。一年の貴重な体験はぼくにとって最大の財産だ。家に帰ったら、新しい生活が始まる、これからも
目標に向かってがんばらなくては。
もちろん、これからもよく日記を書くよ。

趙 岩さんの日記
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